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会計別予算額

　
平
成
　
年
度
予
算
編
成
で
は
、
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に

３０

向
け
て
、「
子
育
て
・
教
育
」「
福
祉
・
医
療
」
の
分
野
に
重
点
配
分
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
近
年
多
発
す
る
自
然
災
害
へ
の
備
え
な
ど
「
防
災
」
に
も
重
点
を
置

い
た
予
算
編
成
と
し
ま
し
た
。
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平成30年度施政方針（抜粋）

　わが国の社会経済状況は、景気の緩やかな回復

など、一部に明

るい兆しも見ら

れるものの、い

まだ不透明感を

拭いきれず、市

民生活の中で実

感できるまでに

は至っていない

状況です。

　また、人口の減少とともに、少子高齢化が一段

と進むなど、自治体を取り巻く環境が厳しさを増

す中、本市におきましては、まちの将来像を示す

「総合ビジョン」を策定し、市民の皆様が将来に

希望を持ち、安心して暮らせるまちづくりを精力

的に進めているところです。

　そのような中、昨年には、本市の創意工夫によ

る取り組みが評価され、「地方自治法施行７０周年記

念総務大臣表彰」を受賞するという栄誉に浴し、

市政推進の大きな励みとなりました。

　今後も、本市が“ 煌 のまち”として一層の発展
きらめき

を遂げることができるよう、少子化・人口減少社

会、超高齢社会に適切に対応した「子育て・教育」

「福祉・医療」また、多発する自然災害に備える

「防災」など、各施策の 更 なる推進に、全職員が
さら

知恵を出し合い、全力で取り組んで行かなければ

ならないと考えております。

　平成３０年度は、私の市長４期目の最終年度にあ

たります。

　この間、安全で安心して暮らせるまちづくりに

向け、全力で市政を推進してまいりました。今後

におきましても、“終始一貫”強い信念を持って、

山積する行政課題に積極的に対応し、市民の皆様

に、「住んでよかった」、「住み続けたい」と心から

思っていただけるよう、市民福祉の向上と本市の

更なる発展に取り組んでまいりますので、市民の

皆様のご支援・ご協力を賜りますようお願い申し

上げます。

　　　　　　　　     富田林市長　多田　利喜

※施政方針の全文は、情報公開課または市ウェブ

サイトでご覧いただけます。
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一般会計歳出（目的別） 一般会計歳入

今
年
度
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な
実
施
事
業

に
つ
い
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は
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４
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を
ご
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だ
さ
い
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市民一人当たりに計算すると
　３０年度の一般会計予算を、今年１月３１日現在の住民基

本台帳人口に基づき、市民１人当たりの額に換算すると

下表のとおりになります（目的別の額）。

合計

35万

6601円

教育費

３万２９31円

総務費

２万６384円

衛生費

４万6093円

民生費

１７万1641円

土木費

３万6159円

公債費

２万１935円

消防費

１万３820円

議会費

2965円

農林業費

2679円

商工費

１462円

災害復旧費・予備費

５32円
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■若者・女性に対する雇用支援策の実施《300万円》

　市内企業との就労マッチングを引き続き実

施します。

■創業支援事業《720万円》

　市内で創業する人を対象に、創業費用の一

部を引き続き補助します。

■農を 活 かした産業連携による仕事創出の実施《1080万円》
い

　「えび芋」をはじめ、富田林産の農産物を活用し、農業を軸

とした新たな雇用創出を目的とした事業を引き続き実施しま

す。

魅力のあふれ魅力のあふれるるまちのにぎわいづくまちのにぎわいづくりり

平成30年度予算の主な実施事業 《　》内は事業費

未来への希望を育む子育て・教未来への希望を育む子育て・教育育

安全・安心で美しく快適なまちづく安全・安心で美しく快適なまちづくりり

みんなで支え合う健やかで心豊かな暮らしづくみんなで支え合う健やかで心豊かな暮らしづくりり

主体的な市民参加と協働によるまちづく主体的な市民参加と協働によるまちづくりり

■学童クラブの整備《4120万円》

　入会希望者の増加に伴い、クラスを増設するための施設整

備を実施します。

■家庭的保育の実施《3915万円》

　待機児童解消のために、０～２歳の子どもを保

育する「家庭的保育」を実施します。

■新たな民間保育所の整備に対する補助《２億3039万円》

　待機児童解消のために、新たに誘致する民間保育所の整備

にかかる費用の一部を補助します。

■産婦健康診査の費用を助成《733万円》

　出産直後の母親の心身のケアをする健診にかかる費用を新

たに助成します。

■家庭児童相談員の配置《346万円》

　児童虐待などに対応するため、家庭児童相談員を新たに配

置します。

■英語教育の充実《3544万円》

　全ての小学校での英語教育の充実に向け、外国人英語指導

助手の配置日数を拡充します。

■小学校の音楽室にエアコンを設置《4750万円》

　全ての小学校の音楽室にエアコンを設置します。

■ Ｔｏｐｉｃ （きらめき創造館）の活用《1080万円》
ト ピ ッ ク

　Ｔｏｐｉｃ（きらめき創造館）において、青少年育成や多

世代向けの「学びのきっかけ」や「学び直しのきっかけ」と

なる事業を実施します。

■防災用備蓄資機材などの配置《338万円》

　災害情報の収集や状況把握のため、公共施設など避難所に

テレビを設置します。

■防災無線の設置《2300万円》

　緊急情報などの周知のため、河川の浸水想定

区域に同報系防災無線を設置します。

■金剛分署改修工事の実施《5500万円》

　老朽化が進む消防金剛分署の改修工事を実施します。

■鉄道高架事業《２億3414万円》

　府道美原太子線（粟ケ池バイパス）と市道桜井１号線が交

差する近鉄長野線の鉄道高架事業を、府市共同事業として引

き続き取り組みます。

■近鉄長野線「川西駅」のバリアフリー化の実施《477万円》

　近鉄長野線「川西駅」のバリアフリー化を近畿日本鉄道と

ともに実施します。

■空き家対策の実施《270万円》

　空き家の所有者に対し、空き家管理に関する意向調査など

を新たに実施します。

将来を見据えた持続可能な行財政運営の推将来を見据えた持続可能な行財政運営の推進進

■情報セキュリティの充実《550万円》

　情報セキュリティ向上のため、セキュリティ監査やガイド

ラインの策定を新たに実施します。

■市民会議「 Ｍｉｒａ -
み ら

 ｔｏｎ 」の実施《150
と ん

万円》

　まちづくりの担い手となる地域人材の発

掘・育成のため、市民会議「Ｍｉｒａ-ｔｏｎ」

を引き続き実施します。

■生活困窮世帯の子どもを対象とした学習支援の実施

《１370万円》

　生活困窮世帯の子どもを対象とした学習支援において、家

庭訪問事業を新たに実施します。

■富田林病院の建て替え《８億2991万円》

　平成３２年度中の一部供用開始、

３３年度中の完成をめざし、老朽化

が進む富田林病院の建て替えを

大阪府済生会と連携して実施し

ます。

■市民検診の充実《600万円》

　５０歳以上の人を対象に、胃内視鏡検診を新たに実施しま

す。

■骨髄移植患者などへ定期予防接種ワクチンの再接種にかか

る費用を助成《19万円》

　骨髄移植に伴い、定期予防接種ワクチンの再接種が必要と

なった２０歳未満の人を対象に、再接種にかかる費用を助成し

ます。
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 四季雑感　                    

                       富田林市長　多田　利喜

　日本国中に多くの感動を与えてくれた、

平昌（ピョンチャン）での冬季オリンピック

を終えて１カ月以上たちましたが、いまだ

感動冷めやらぬ日々を送られている人が多いのではと推察

いたします。

　男子フィギュアスケートの羽生　結弦選手の大会２連覇は、

正に特筆すべき偉業であり、右足首の負傷というコンディ

ションの中で、目標を見事に達成されたことに、最大級の

祝意と敬意を送りたいと思います。また、初出場にもかか

わらず銀メダルを獲得した、宇野　昌磨選手にも同様の祝

意を送ると同時に、将来への期待を持たせてくれました。

さらに、スピードスケート女子５００㍍でも小平　奈緒選手が、

大会３連覇をめざしていた地元韓国の李　相花選手を破り、

しかもオリンピック新記録を打ち立て金メダルを獲得しま

した。

　このように輝かしい成果の裏には、本人の大変な努力は

もとより、多くの関係者の長期に渡る日々の支援の積み重ね

があればこそであり、心から敬意を表したいと思います。

　４年に一度のオリンピックが世界にもたらす感動は国境

を越え、人類の平和と繁栄に欠かせない要因であります。

　本市にあっても、スポーツを通じて、青少年の健全な育

成に一層取り組んでいきたいと決意も新たにしています。

　「スポーツ」は本当にいいですね！
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本
市
の
小
学
校
給
食
は
、
昭

和
　
年
に
開
始
し
、
こ
れ
ま
で

４７
第
一
・
第
二
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

か
ら
市
内
　
の
公
立
小
学
校
に
、

１６

安
全
・
安
心
で
お
い
し
い
給
食

を
提
供
し
て
き
ま
し
た
が
、
両

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
共
に
施
設

や
設
備
の
老
朽
化
が
著
し
く

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
　
年
２８

８
月
に
新
し
い
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
建
設
工
事
を
開
始
し
、

今
年
３
月
に
 竣
 工
を
迎
え
ま
し

し
ゅ
ん

た
。
６
４
９
０
平
方
㍍
の
敷
地

に
鉄
骨
造
り
２
階
建
て
（
延
べ

床
面
積
３
９
６
０
平
方
㍍
）
で
、

１
日
最
大
６
０
０
０
食
の
調
理

能
力
を
備
え
て
い
ま
す
。

◆
新
し
い
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
の
特
徴

食
材
の
搬
入
か
ら
調
理
、
搬
出

ま
で
徹
底
し
た
衛
生
管
理
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い
た
状
態
に
保

ち
、
雑
菌
な
ど
の
繁
殖
を
防
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「
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
」
を
採
用

す
る
な
ど
、
新
し
い
学
校
給
食
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食
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も
た
ち
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セ
ン
タ
ー
は
、
文
部
科
学
省
の

「
学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
」

と
厚
生
労
働
省
の
「
大
量
調
理

施
設
衛
生
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

に
準
拠
し
、
施
設
設
備
は
「
Ｈ

Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
（
ハ
サ
ッ
プ
）」
の

考
え
方
を
取
り
入
れ
て
い
ま

す
。
　
食
材
の
下
処
理
や
食
器
の
洗

浄
な
ど
を
す
る
「
汚
染
区
域
」

と
給
食
の
調
理
を
す
る
「
非
汚

染
区
域
」
を
明

確
に
区
分
す
る

と
と
も
に
、
食

材
の
搬
入
か
ら

調
理
、
搬
出
ま

で
の
工
程
を
食
材
や
人
の
動
線

が
交
差
し
な
い
一
方
通
行
の
流

れ
で
で
き
る
よ
う
す
る
こ
と

で
、
高
い
衛
生
基
準
を
確
保
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
包
丁
や
ま
な
板
も
、

肉
や
野
菜
な
ど
食
材
に
分
け
て

使
用
す
る
こ
と
で
、
調
理
器
具

や
調
理
す
る
人
の
手
な
ど
を
経

由
し
て
食
材
に
菌
が
移
る
「
二

次
汚
染
」を
防
止
し
て
い
ま
す
。

ア
レ
ル
ギ
ー
食
専
用
調
理
室
の

設
置

　
新
し
い
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

に
は
、
今
後
、
ア
レ
ル
ギ
ー
除
去

食
の
提
供
が

で
き
る
よ
う

に
、
ア
レ
ル

ギ
ー
食
専
用

調
理
室
を
設

け
る
な
ど
安

全
性
へ
の
配

慮
を
し
て
い

ま
す
。

　
そ
の
他
、
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
食
中
毒
が
万
一
発
生
し
た

場
合
に
、
食
器
や
食
缶
な
ど
を

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
ししししししししししししししししししししし
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学学
校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校校
給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給
食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食
セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

新
し
い
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
がががががががががががががががががががががが

完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完完
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
ししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししし

完
成
し
ま
し
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

～
４
月
よ
り
市
立
小
学
校
に
給
食
の
提
供
を
開
始
～

引
き
続
き
安
全
・
安
心
で
       

お
い
し
い
給
食
の
提
供
を

　
今
後
、
新
し
い
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
を
活
用
し
、
次
世
代
を

担
う
子
ど
も
た
ち
が
、
健
全
な

食
生
活
を
実
践
す
る
こ
と
を
学

び
、
健
康
な
体
と
豊
か
な
人
間

性
を
育
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
取
り
組
み
を
推
進
す
る
と
と

も
に
、
引
き
続
き
安
全
・
安
心

で
お
い
し
い
学
校
給
食
を
提
供

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
学
校
給
食
課

〔

　
５
２
１
１
〕

（２８）

専
用
の
部
屋
で
洗
浄
処
置
す
る

た
め
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
対
策
室

も
設
置
し
て
い
ま
す
。

災
害
時
の
対
応

　
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
、

事
務
所
機
能
を
維
持
で
き
る
容

量
の
太
陽
光
発
電
装
置
や
、
照

明
施
設
が
維
持
で
き
る
容
量
の

自
家
発
電
装
置
も
設
置
し
て
い

る
他
、
都
市
ガ
ス
か
ら
Ｌ
Ｐ
ガ

ス
へ
の
切
り
替
え
可
能
な
２
ウ

エ
イ
リ
ン
ク
ガ
ス
回
転
釜
２
台

も
備
え
、
非
常
時
な
ど
の
炊
き

出
し
も
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。

アレルギー食専用調理アレルギー食専用調理室室
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本
市
で
は
、
安
心
し
て
子
育

て
を
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
妊
娠

か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ

目
の
な
い
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
産
後
初
期
段
階

に
お
け
る
母
子
に
対
す
る
支
援

を
強
化
す
る
た
め
、
４
月
か
ら
、

出
産
後
間
も
な
い
時
期
の
お
母

さ
ん
の
体
と
心
の
健
康
状
態
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る「
産
婦
健
康
診
査
」

に
か
か
る
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

対
象
者
　
市
内
在
住
で
、
平
成

　
年
４
月
１
日

以
降
に
出
産

３０さ
れ
た
人

利
用
期
間
お
よ
び
利
用
回
数
　

産
後
約
2
週
間
と
産
後
1
カ
月

頃
の
2
回

助
成
金
額
　
1
回
に
つ
き
、
上

限
5
0
0
0
円

内
容
　
問
診
、
診
察
、
体
重
・

血
圧
測
定
、
尿
検
査
、
こ
こ
ろ

の
健
康
チ
ェ
ッ
ク

産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産
婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦婦
健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健
康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康
診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診
査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査
費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
ののののののののののののののののののののの
助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
ををををををををををををををををををををを
開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始
ししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままま

産
婦
健
康
診
査
費
用
の
助
成
を
開
始
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

実
施
機
関
　
府
内
の
産
科
・
産

婦
人
科
医
療
機
関
お
よ
び
助
産

所
　
※
里
帰
り
出
産
な
ど
に
よ

り
府
外
で
受
診
す
る
場
合
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

持
ち
物
　
市
産
婦
健
康
診
査
受

診
票
、
母
子
健
康
手
帳
、
健
康

保
険
証

※
4
月
以
降
に
妊
娠
届
を
出
さ

れ
る
人
に
は
、
届
け
出
時
に
同

受
診
票
を
交
付
し
ま
す
。
そ
れ

ま
で
に
妊
娠
届
を
出
さ
れ
た
人

に
は
、
４
月
中
に
送
付
し
ま
す

の
で
、
5
月
に
な
っ
て
も
同
受

診
票
が
届
か
な
い
場
合
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
保
健
セ
ン
タ
ー

〔

　
５
５
２
０
〕

（２８）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育
児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児児
ヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘヘ
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
ををををををををををををををををををををを
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用用
くくくくくくくくくくくくくくくくくくくくく
だだだだだだだだだだだだだだだだだだだだだ
さささささささささささささささささささささ

育
児
ヘ
ル
パ
ー
事
業
を
ご
利
用
く
だ
さ
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい

　
本
市
で
は
、
子
育
て
家
庭
を

支
援
す
る
た
め
、
産
前
・
産
後

の
体
調
不
良
な
ど
に
よ
り
、
家

事
や
育
児
が
一
時
的
に
困
難
な

家
庭
に
対
し
て
、
育
児
ヘ
ル

パ
ー
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

　
４
月
か
ら
、
利
用
期
間
と
利

用
回
数
を
次
の
と
お
り
拡
充
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
利
用
に
あ
た
っ
て
は

事
前
の
利
用
申
請
が
必
要
で
す
。

対
象
者
お
よ
び
利
用
期
間
　
妊

婦
ま
た
は
出
産
後
８
カ
月
以
内

の
産
婦
（
多
胎
児
の
場
合
は
出

産
後
　
カ
月
以
内
）

１２

利
用
回
数
　
利
用
期
間
内
に
　２０

回
ま
で
（
多
胎
児
の
場
合
は
　４０

回
ま
で
）
　

※
１
日
１
回
２
時
間
以
内
。

利
用
時
間
　
月
～
金
曜
日
の
午

前
９
時
～
午
後
５
時
　
分
（
祝

３０

日
、
年
末
年
始
は
除
く
）　
　

利
用
料
　
１
時
間
あ
た
り
２
５

０
円
（
住
民
税
非
課
税
・
生
活

保
護
世
帯
は
無
料
）

支
援
内
容
　
食
事
の
準
備
・
後

片
付
け
、
居
室
の
掃
除
、
洗
濯
、

生
活
必
需
品
の
買
い
物
、
授
乳

の
準
備
・
サ
ポ
ー
ト
、 沐
  浴
 補

も
く
 
よ
く

助
、
お
む
つ
交
換
、
兄
姉
の
遊

び
相
手
、
保
育
所
な
ど
へ
の
送

迎
の
付
き
添
い
（
保
護
者
の
同

伴
が
必
要
）

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

利
用
申
請
　
印
鑑
と
母
子
健
康

手
帳
を
持
参
し
、
こ
ど
も
未
来

室
（
内
線
2
0
3
）
へ

※
３
月
　
日
ま
で
に
利
用
申
請

３１

を
さ
れ
た
人
で
、
拡
充
の
対
象

と
な
る
人
に
は
３
月
末
に
別
途

通
知
し
て
い
ま
す
。

～
利
用
期
間
と
利
用
回
数
を
拡
充
し
ま
す
～

産
後
初
期
段
階
に
お
け
る
母
子
に
対
す
る
支
援
を
強
化

実
施
期
間
　
６
月
１
日

～
平

成
　
年
３
月
　
日


３１

３１

内
容
　
問
診
、
胃
内
視
鏡
検
査

費
用
　
無
料
　

※
同
時
に
精
密
検
査（
組
織
診
）

を
受
診
す
る
場
合
の
費
用
は
保

険
診
療
で
す
。

※
胃
が
ん
検
診
（
胃
内
視
鏡
検

査
）
を
受
診
さ
れ
た
人
は
、
今

年
度
お
よ
び
来
年
度
は
本
市
が

実
施
す
る
胃
が
ん
検
診
（
胃
部

エ
ッ
ク
ス
線
検
査
、
胃
内
視
鏡

検
査
）
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
　
５
月
７
日

～
、

保
健
セ
ン
タ
ー
〔

　
５
５
２

（２８）

０
〕
へ

※
申
込
者
に
受
診
票
と
指
定
医

療
機
関
一
覧
表
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
受
診
票
が
届
き
ま
し
た

ら
、
希
望
す
る
指
定
医
療
機
関

に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

　
本
市
で
は
、
が
ん
検
診
の
受

診
率
の
向
上
を
め
ざ
し
、
６
月

か
ら
、
胃
が
ん
検
診
（
胃
内
視

鏡
検
査
）
を
新
た
に
実
施
し
ま

す
。

対
象
者
　
昭
和
　
年
以
前
生
ま

４３

れ
で
奇
数
年
生
ま
れ
の
人

※
今
年
度
す
で
に
本
市
が
実
施

す
る
胃
が
ん
検
診
（
胃
部
エ
ッ

ク
ス
線
検
査
）
を
受
診
し
た
人

は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃がががががががががががががががががががががんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんん検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検胃がん検診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診

（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃胃内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視視鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡鏡検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検検胃内視鏡検査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査））））））））））））））））））））））

ががががががががががががががががががががが始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始まままままままままままままままままままままりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりままままままままままままままままままままま　　が始まりますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

骨髄移植などによって、定期予防  
接種の免疫が失われた人に対して  
再接種にかかる費用を助成します

　本市では、骨髄移植などによって定期予防

接種ワクチンの再接種が必要に

なった人の経済的な負担の軽減

を図るため、４月から、再接種

にかかる費用を助成します。

対象者　本市に住民登録をして

いる２０歳未満の人で、骨髄移植

などにより接種済みの免疫が消失し、再接種

が必要な人

助成の内容　平成３０年４月１日以降に受け

る定期予防接種の再接種

※申し込み方法など詳しくは、お問い合わせ

ください。

問い合わせ　保健センター〔(２８)５５２０〕
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本
市
で
は
、
行
政
事
務
を
効

率
的
・
効
果
的
に
実
施
す
る
た

め
、
４
月
か
ら
市
役
所
の
組
織

を
一
部
変
更
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
配
置
が
変
わ

る
部
署
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

《
市
役
所
４
階
》

■
み
ど
り
環
境
課

　
水
路
耕
地
課
を
み
ど
り
環
境

課
へ
統
合
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
政
策
推
進
課

（
内
線
５
１
４
）

市
役
所
の
組
織
を
一
部
変
更
し
ま
す

４
月
か
ら

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の

指
定
範
囲
を
拡
大
し
ま
し
た

　
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区

と
は
、
歴
史
的
な
町
並
み
の
保

存
を
図
る
た
め
に
市
が
指
定
す

る
も
の
で
す
。

　
本
市
は
、
平
成
９
年
３
月
　３１

日
付
で
富
田
林
寺
内
町
の
一
部

を
同
保
存
地
区
に
指
定
し
、
こ

れ
ま
で
町
並

み
の
保
存
を

し
て
き
ま
し

た
が
、
こ
の

た
び
、
３
月

　
日
付
で
、

３１富
田
林
寺
内

町
全
域
に
同

地
区
の
指
定

範
囲
を
拡
大
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
文
化
財
的
価
値
の

高
い
伝
統
的
建
造
物
群
を
末
永

く
後
世
に
伝
え
る
と
と
も
に
、

富
田
林
寺
内
町
の
歴
史
的
、
文

化
的
な
特
性
を
 活
 か
し
た
ま
ち

い

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
同
保
存
地
区
内
で
は

建
築
制
限
が
適
用
さ
れ
ま
す
の

で
、
新
築
や
修
理
な
ど
を
検
討

さ
れ
て
い
る
人
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
文
化
財
課
（
内

線
５
０
８
）

　
本
市
で
は
、
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
今
後

発
生
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
大
規

模
災
害
に
備
え
、
準
防
火
地
域

の
指
定
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
準
防
火
地
域
と
は
、
地
震
な

ど
の
災
害
に
よ
り
生
じ
る
市
街

地
大
火
に
よ
る
延
焼
被
害
を
抑

え
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
建
物

に
一
定
の
防
火
性
能
を
義
務
付

け
る
区
域
を
定
め
る
も
の
で

す
。
　
準
防
火
地
域
に
指
定
さ
れ
る

と
、
建
物
規
模
に
よ
る
建
築
制

限
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
現
在
、
市
街
化
区
域
全
域

（
第
一
種
低
層
住
居
専
用
地

域
、
工
業
専
用
地
域
、
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
の
一
部
を

除
く
）
を
準
防
火
地
域
に
指
定

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
、

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
に

お
け
る
防
火
性
能
の
向
上
を
図

る
た
め
、
新
た
に
指
定
範
囲
を

拡
大
し
ま
す
。

　
今
回
、「
南
部
大
阪
都
市
計
画

防
火
地
域
及
び
準
防
火
地
域
」

の
変
更
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

り
案
の
縦
覧
を
実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、
市
内
在
住
の
人
お
よ

び
利
害
関
係
人
は
、
縦
覧
期
間

満
了
日
ま
で
に
意
見
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

縦
覧
期
間
　
４
月
　
日

～
　

１０

２３

日


縦
覧
場
所
　
市
役
所
４
階
ま
ち

づ
く
り
推
進
課
　

※
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

意
見
書
の
提
出
期
限
　
４
月
　２３

日

ま
で

※
意
見
書
の
提
出
方
法
な
ど
詳

し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
ま
ち
づ
く
り
推

進
課
（
内
線
４
５
３
）

マイナンバーカードの日曜交付

　同カードを交付する休日窓口を次の日程で開設

します。

　申請者本人がお越しください。

とき　４月１日、午前９時～正午　

ところ　市役所地下会議室（日曜窓口コーナー）

※持ち物など詳しくは、お問い合わせください。

問い合わせ　市民窓口課（内線１３１、１３２）

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

竹綱副市長が退任

　２月２６日付で、竹綱　啓一副市長

（６９歳）が退任しました。

　竹綱さんは、昭和４５年から市役所に

勤務し、市長公室長、総務部長などを

歴任の後、平成１９年９月から副市長を

務めました。

松田副市長が新たに就任

　平成３０年第１回市議会定例会で同意

を受けて、２月２７日付で、松田　貴仁

さん（５７歳）が副市長に就任しました。

任期は４年です。

　松田さんは、昭和５９年から市役所に

勤務し、秘書課長、市長公室長などを

歴任しました。

衛

疫

鋭

益

詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠

詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠詠

液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液

液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
液
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減

玄

源

現
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元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

　　　　　　新制度施行後（４月から）

害

涯

慨

碍

崖崖崖崖崖

崖崖崖崖崖

概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概

概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概
概

●
市
庁
舎
の
耐
震
化
の
経
過

　
市
庁
舎
は
、
建
設
さ
れ
て
か

ら
北
館
が
　
年
、
南
館
が
　
年

４７

３３

経
過
し
て
お
り
、
北
館
の
耐
震

性
能
が
基
準
を
下
回
っ
て
い
る

ほ
か
、
建
物
や
設
備
の
老
朽
化

な
ど
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま

す
。
　
本
市
で
は
、
平
成
　
年
度
に

１８

北
館
の
耐
震
診
断
を
実
施
し
、

耐
震
化
に
向
け
て
検
討
し
て
き

ま
し
た
が
、
ま
ず
は
子
ど
も
た

ち
の
安
全
・
安
心
を
図
る
べ
き

と
の
判
断
の
も
と
、
小
・
中
学

校
の
耐
震
改
修
を
年
次
的
に
進

め
ま
し
た
。
ま
た
、
避
難
所
と

な
る
公
共
施
設
の
耐
震
改
修
を

進
め
る
中
で
、
災
害
対
策
本
部

を
耐
震
性
の
高
い
消
防
本
部
へ

移
す
な
ど
の
対
応
を
し
て
き
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
平
成
　
年
の
熊
本

２８

地
震
に
お
い
て
、
熊
本
県
内
の

５
市
町
の
庁
舎
が
被
災
に
よ
り

行
政
機
能
に
大
き
な
支
障
が
生

じ
た
状
況
か
ら
、
耐
震
性
能
や

大
規
模
災
害
へ
の
対
応
機
能
な

ど
、
市
庁
舎
が
防
災
拠
点
と
し

て
の
機
能
を
果
た
す
た
め
に
問

題
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
ら
れ

る
点
を
把
握
す
る
た
め
、
庁
舎

耐
震
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
同
調
査
の
結
果
は
、
５
月
号

広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
課
（
内
線

3
3
1
）

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁庁
舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎舎
ののののののののののののののののののののの
耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐耐
震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震震
調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調調
査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査査
ににににににににににににににににににににに
関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関関
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
るるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる
おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
ららららららららららららららららららららら

市
庁
舎
の
耐
震
調
査
に
関
す
る
お
知
ら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

下水道事務の広域化を進めます

　南河内の４市町村（本市、河南町、太子町、千早赤阪

村）では、人口減少による使用料収入の減少や、職員数

の減少に伴う住民サービスの低下など、下水道事業にお

ける共通の課題に対応するため、４月から、共同研究な

ど市町村の枠を超えて下水道事務の広域化を進めていく

こととなりました。

問い合わせ　下水道課（内線２６１）

４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかららららららららららららららららららららら国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度ががががががががががががががががががががが変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変変わわわわわわわわわわわわわわわわわわわわわりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりままままままままままままままままままままま４月から国民健康保険制度が変わりますすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

問い合わせ　保険年金課（内線１５０、１５１）

～市町村ごとの運営から府域での運営に～

　現在、国民健康保険制度は市町村それぞれが保険者となって運営していますが、４月からは、府と府内の市町村が

共同保険者となって運営します。府が運営に加わり、財政運営を市町村単位から府単位に拡大することで、予期せぬ

医療費の増加に伴う財政リスクの軽減など、運営の安定化を図ります。

◆府内で統一の基準が設けられます

　市町村における、加入者間の負担の公平化を図るため、保険料率や保険料の減額免除の基準などが府内で統一され

ます。ただし、市町村によっては、最大６年間の経過措置期間が設けられます。

　 現行（３月まで）

府は各市町村から集めた

納付金などを元に、医療

費など必要な費用を全額

各市町村に支払います。

市町村が個別に運営 府も運営に加わり、財政運営を府単位に拡大

各市町村は加入者から集

めた保険料などを元に府

に納付金を支払います。

大阪府
市町村

市町村 市町村
※被保険者証の発行や保険料の賦課・徴収などの

身近な窓口は、引き続き市町村で担います。
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住
民
活
動
災
害
保
障
保
険
は

住
民
団
体
が
日
帰
り
で
実
施
す

る
無
報
酬
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
や
、
地
域
で
の
社
会
奉
仕
活

動
（
清
掃
活
動
、
防
火
・
防
災

活
動
、
防
犯
活
動
、
社
会
福
祉

活
動
な
ど
）
中
の
事
故
・
災
害

に
対
し
、
責
任
者
の
賠
償
責
任

や
参
加
者
の
け
が
に
よ
る
入

院
・
通
院
な
ど
の
費
用
を
市
で

 補
  填
 す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
住

ほ
 
て
ん

民
活
動
の
促
進
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
保
険
に
は
、
市
が
一

括
加
入
し
、
保
険
料
も
市
で
負

担
し
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
分
の
保
険
加
入

３０

申
請
の
受
け
付
け
は
次
の
と
お

り
で
す
。

保
険
期
間
　
６
月
１
日

～
平

成
　
年
６
月
１
日


３１
加
入
で
き
る
団
体
　
活
動
拠
点

が
市
内
に
あ
り
、
市
内
に
居
住

し
て
い
る
５
人
以
上
で
構
成
す

る
団
体
（
指
導
者
お
よ
び
育
成

者
は
市
外
在
住
で
も
可
）

保
険
の
内
容

《
賠
償
責
任
保
険
》

・
限
度
額
＝
被
害
者
１
人
に
つ

き
２
０
０
０
万
円
、
１
事
故
に

つ
き
１
億
円
（
免
責
１
万
円
）

《
傷
害
保
険
》

・
死
亡
＝
２
０
０
万
円

・
後
遺
障
害
＝
６
万
～
２
０
０

万
円

・
入
院
＝
１
日
１
５
０
０
円

・
通
院
＝
１
日
１
０
０
０
円

※
入
院
、
通
院
は
事
故
日
よ
り

対
象
で
す
。
入
院
保
険
金
は
１

８
０
日
間
、
通
院
保
険
金
は
１

８
０
日
間
以
内
で
通
院
日
数
　９０

日
間
が
限
度
で
す
。

※
自
ら
の
娯
楽
な
ど
を
目
的
と

し
た
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
・
親
睦
活

動
な
ど
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

申
し
込
み
　
４
月
２
日

～
　１３

日

に
、
申
請
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
昨
年
度
の
活
動

実
績
（
活
動
回
数
と
活
動
人
数

を
ま
と
め
た
資
料
）
と
今
年
度

の
活
動
予
定
を
添
え
て
、
市
民

協
働
課
ま
た
は
各
団
体
の
関
係

す
る
部
署
へ
（
初
め
て
加
入
申

請
さ
れ
る
団
体
は
、
会
員
名
簿

を
併
せ
て
提
出
し
て
く
だ
さ

い
）

※
申
請
書
は
、
市
民
協
働
課
で

配
布
（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
）。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
協
働
課

（
内
線
４
７
３
）

住
民
活
動
災
害
保
障
保
険
の

加
入
申
請
を
受
け
付
け

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
　
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
年
度
分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分
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春の地域安全運動                                                      
～みんなで力を合わせて安全・安心まちづくり～

　４月１８日～２７日の間、「特殊詐欺の被害防止」「子どもや女性を対

象とする犯罪の被害防止」「自動車関連犯罪及びひったくりの被害防

止」を重点に、春の地域安全運動が実施されます。

　本市では期間中、市防犯委員会などと協力し、駅前で啓発グッズを

配布するなど、犯罪防止啓発活動を実施します。

■オレオレ詐欺に注意しましょう

　息子などを 騙 り、「株で失敗してしまい、お金が必要」など言葉巧み
かた

に話しかけ、金銭を要求する電話が多数かかっています。

　このような電話がかかってきた際は、一度電話を切り、家族や警察

に相談してください。

■自動車盗・車上狙いが多発しています

　被害に遭わないために次のことに注意しましょう。

・ハンドル固定装置、警報・通報装置を活用しましょう

・車内に 鞄 や財布、現金などを置きっ放しにしないようにしましょう
かばん

問い合わせ　富田林警察署〔(２５)１２３４〕

その契約、大丈夫？～ＡＶ出演強要・「ＪＫビジネス」
などの被害にご注意ください～

　４月は、ＡＶ出演強要・「ＪＫビジネス」等被害防止月間です。

　近年、モデルやアイドルのスカウト、高収入アルバイトへの応募な

どをきっかけに、女性がアダルトビデオへの出演を強要されたり、性

的なサービスを提供させられたりする事例が発生しています。

　「被害に遭って困っている」「どこに相談してよいか分からない」とい

う人は一人で抱え込まず、次の相談窓口に相談してください。

■性暴力救済センター・大阪（ＳＡＣＨＩＣＯ）〔０７２(３３０)０７９９〕（２４時間対応）

■警察相談専用電話共通番号〔＃９１１０〕

※詳しくは、内閣府男女共同参画局のホームページ〔http://www.gen

der.go.jp/policy/no_violence/avjk/index.html〕をご覧ください。

問い合わせ　人権政策課（内線４７４）

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

け
た
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が

全
国
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
交
通
事
故
を
な
く
す
た
め
に

は
、
一
人
一
人
が
交
通
安
全
に

対
す
る
意
識
を
高
め
、
基
本
的

な
ル
ー
ル
を
守
り
、
安
全
な
行

動
を
実
践
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
　
交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
よ
う

に
一
層
の
注
意
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
４
月
６
日

～
　
日

の
間

１５

「
行
け
る
は
ず
　
ま
だ
渡
れ
る

は
　
も
う
危
険
」「
ぼ
く
安
心
　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
に
　
抱
か

れ
て
る
」「
一
杯
で
　
消
え
る
未

来
と
　
消
せ
ぬ
罪
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
期
間
中
、「
二
輪
車
の
交
通
事

故
防
止
」
な
ど
を
運
動
の
重
点

と
し
て
、
交
通
事
故
防
止
に
向

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高高
齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢齢
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者

自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動
車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自自
転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転転

「
高
齢
者
  自
動
車
・
自
転
車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車車

実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実実
践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践践
交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交
通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通通
安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安安
全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全全
講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講
習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習習
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

実
践
交
通
安
全
講
習
会
」
をををををををををををををををををををををを

開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開
催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催
ししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままま

開
催
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

　
同
講
習
会
を
は
じ
め
、
交
通

安
全
教
室
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催

し
が
実
施
さ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き
　
４
月
８
日

、
午
前
　１０

時
～
正
午
（
午
前
９
時
　
分
～

３０

受
け
付
け
）

と
こ
ろ
　
富
田
林
モ
ー
タ
ー
ス

ク
ー
ル（
寿
町
三
丁
目
７
の
７
）

入
場
料
　
無
料
（
当
日
、
直
接

会
場
へ
）

問
い
合
わ
せ
　
道
路
交
通
課

（
内
線
４
１
６
）



１０

事業系ごみ処理手数料を改定しました

　４月１日より、事業系もえるごみ、事業系カンビンの処理

手数料を、シール１枚あたり２００円から３００円に改定しました。

４月１日以降に収集されるごみには、新しいシール（緑色）を

貼ってください。

※お手元に残った改定前のシール（赤色）の交換・換金方法な

ど詳しくは、気軽にお問い合わせください。

問い合わせ　衛生課（内線１４４～１４６）

　
３
月
　
日
～
　
日
の
間
に
、

１５

２８

無
料
ご
み
シ
ー
ル
を
郵
送
し
ま

し
た
。
シ
ー
ル
が
ま
だ
届
い
て

い
な
い
場
合
は
、
至
急
衛
生
課

ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

シ
ー
ル
の
交
付
申
請

　
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
な
い

人
な
ど
に
は
シ
ー
ル
を
郵
送
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

本
市
に
居
住
し
て
い
る
こ
と
を

証
明
す
る
も
の

（
住
所
と
氏
名

が
記
載
さ
れ
た

水
道
代
な
ど
の

領
収
書
、
賃
貸

契
約
書
、
郵
便

物
な
ど
）
と
印
鑑
を
持
参
し
、

衛
生
課
ま
た
は
金
剛
連
絡
所
で

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
本
市
で
は
ご
み
置
場
の
カ
ラ

ス
対
策
と
し
て
、
カ
ラ
ス
よ
け

ネ
ッ
ト
な
ど
の
購
入
に
対
し
て
、

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

※
購
入
す
る
前
に
補
助
金
の
交

付
申
請
が
必
要
で
す
。

補
助
対
象
団
体
　
町
会
（
自
治

会
）
な
ど
で
ご
み
置
場
を
管
理

し
て
い
る
団
体

対
象
と
な
る
器
具
　

①
カ
ラ
ス
よ
け
ネ
ッ
ト
　
※
ご

み
置
場
１
カ
所
に
つ
き
１
個
の

み
、
１
回
の
申
請
に
つ
き
５
個

ま
で
。

②
生
ご
み
ガ
ー
ド
　
※
１
回
の

申
請
に
つ
き
１
個
の
み
、
各
団

体
に
つ
き
各
年
度
２
個
ま
で
。

補
助
金
額
　
い
ず
れ
も
購
入
価

格
の
２
分
の
１
の
額
（
消
費
税

は
除
く
）
で
、
①
は
１
個
当
た

り
１
０
０
０
円
ま
で
（
　
円
未

１０

満
は
切
り
捨
て
）、
②
は
１
個

当
た
り
７
５
０
０
円
ま
で
（
　１０

円
未
満
は
切
り
捨
て
）

申
請
に
必
要
な
も
の
　
印
鑑
、

ご
み
置
場
の
位
置
図

※
申
請
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
４
～
１
４
６
）

平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
平
成
　
年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度
分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分分
度
分
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無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無
料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
シシシシシシシシシシシシシシシシシシシシシ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
ルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルル
ををををををををををををををををををををを
郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵郵
送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送
ししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままま
ししししししししししししししししししししし

無
料
ご
み
シ
ー
ル
を
郵
送
し
ま
し
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中

の
ご
み
収
集
は
通
常
ど
お

り
で
す

　
ご
み
は
、
祝
日
（
年
末
年
始

は
除
く
）
も
日
程
ど
お
り
収
集

し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
祝
日
は
ご
み
の

量
、
交
通
状
況
な
ど
に
よ
り
、

通
常
よ
り
収
集
時
間
が
早
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　
燃
え
る
ご
み
と
粗
大
ご
み
は

午
前
７
時
か
ら
、
資
源
ご
み
は

午
前
９
時
か
ら
順
次
収
集
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
　
衛
生
課
（
内
線

１
４
４
～
１
４
６
）

カカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカ
ラララララララララララララララララララララ
カ
ラ
スススススススススススススススススススススス
よよよよよよよよよよよよよよよよよよよよよ
けけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけ
ネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネネ
ッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッ
トトトトトトトトトトトトトトトトトトトトト
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生
ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみ
ガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガガ
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

よ
け
ネ
ッ
ト
、
生
ご
み
ガ
ー
ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドド

ののののののののののののののののののののの
購購購購購購購購購購購購購購購購購購購購購
入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
ににににににににににににににににににににに
対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対対
ししししししししししししししししししししし
ててててててててててててててててててててて
補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補
助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助
ししししししししししししししししししししし
ててててててててててててててててててててて
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
ままままままままままままままままままままま

の
購
入
に
対
し
て
補
助
し
て
い
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

とき　４月２７日～３０日、午前１０時～午後４時　

ところ　津々山台公園

緑化フェア（内容など）

●松の 剪  定 ・庭木の剪定講習（４月２７日の午後１時３０分～、
せん てい

２８日の午後１時３０分～、２９日の午前１０時～）

●木の魚で釣り大会（４月２７日の午後３時～、２９日の午

前１１時～）

●寄せ植え講習（４月２８日の午前１０時～受け付け、先着２０

人、有料）

●木の動物クラフト（４月２９日、３０日のいずれも午前１０

時～、先着各５０人）

●木のマグネット作り（４月２８日の午後２時３０分～、３０日

の午前１１時～、先着各２５人）

●家庭菜園の土づくり講習（４月２９日の午後１時３０分～）

●花と緑のビンゴゲーム（４月２９日の午後２時３０分～、３０

日の午後１時３０分～、小学生以下対象）

●これ何の種クイズ（４月３０日の午前１０時～、小学生以下

対象）

●緑のオークション（園芸資材などの競り売り）（４月３０日

の午後３時～）

●「まちの樹・緑」図画コンクール（平成２９年度）入賞作品展

●樹木医相談（みどりの相談）

●緑のリサイクルコーナー

●こどもクラフトコーナー（小学生以下対象）

●緑化苗の無料配布（４月号広報に折り込みの「市緑化フェ

ア＆植木市」の引換券をご持参ください）　※無くなり次第終

了します。

植木市（内容）

◇ミニ庭園の展示販売　

◇鉢花、花木、苗木、庭園樹、肥料、土、わら、資材などの販売

◇庭造り相談

問い合わせ　みどり環境課（内線４３１）、市公園緑化協会（内線４０９）

晦

界

海

皆

械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械械
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灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰

灰
灰
灰
灰
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灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
灰
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１１

　
本
市
で
は
、
市
内
で
の
創
業

を
考
え
て
い
る
人
を
対
象
に
、

市
創
業
支
援
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
本
市
と
羽
曳
野

市
の
２
会
場
で
４
回
に
分
け
て

創
業
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
希
望
の
回
を
選
択
し
て

受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
各
回
の
全
日
程
を
受

講
さ
れ
た
人
は
、
創
業
さ
れ
る

際
に
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
や
優
遇

措
置
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創創
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事

市
創
業
支
援
事
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業

平
成
　
年
度
創
業
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

３０

※
支
援
や
優
遇
措
置
の
内
容
な

ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ

い
た
だ
く
か
、
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

と
き
・
と
こ
ろ
・
内
容
な
ど

左
上
表
の
と
お
り

申
し
込
み
　
①
は
、
４
月
９
日


～
、
富
田
林
商
工
会
〔

　（２５）

１
１
０
１
〕、
ま
た
は
商
工
観
光

課
（
内
線
４
８
２
）
へ
（
申
し

込
み
先
着
順
）

※
②
～
④
の
申
し
込
み
の
受
け

付
け
開
始
時
期
な
ど
は
決
ま
り

次
第
、
広
報
誌
や
市
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　
子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
の
居

場
所
と
し
て
、
ま
た
、
保
護
者

へ
の
子
育
て
支
援
と
し
て
「
子

ど
も
食
堂
」
の
取
り
組
み
が
、

全
国
で
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
も
、
食
材
費
や
備
品

購
入
費
な
ど
子
ど
も
食
堂
の
運

営
に
必
要
な
経
費
を
補
助
を
す

る
「
市
子
ど
も
食
堂
補
助
金
」

を
昨
年
度
に
創
設
し
、
今
年
度

「
子
ど
も
食
堂
」
の
実
施
団
体
を

  募
集
し
ま
す

も
同
補
助
金
を
活
用
し
て
、
子

ど
も
食
堂
を
実
施
す
る
団
体
を

募
集
し
ま
す
。

　
子
ど
も
食
堂
の
実
施
を
考
え

て
い
る
団
体
は
、
人
権
政
策
課

ま
で
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
補
助
金
の
活
用
に
関
し
て
は

毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

申
し
込
み
　
４
月
　
日

ま
で

１３

に
、
人
権
政
策
課
（
内
線
4
7

2
）
へ

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子子
どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどど
ももももももももももももももももももももも
食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食食
堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂堂
補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補補
助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助

市
子
ど
も
食
堂
補
助
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金

罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫
罫

　
文
化
振
興
基
金
の
収
益
金
を

運
用
し
て
、
市
の
文
化
振
興
を

図
る
た
め
に
実
施
す
る
文
化
事

業
に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

　
助
成
額
は
、
飲
食
費
な
ど
を

除
く
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以

内
で
上
限
　
万
円
で
す
。

２０

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

事
業
で
、
平
成
　
年
３
月
　
日

３１

２９


ま
で
に
実
施
し
、
確
認
書
類

を
提
出
で
き
る
事
業
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文
化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化
事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業
事
業
をををををををををををををををををををををを

助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助助
成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成成
ししししししししししししししししししししし
ままままままままままままままままままままま

助
成
し
ま
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす

■
団
体
結
成
後
の
節
目
（
　
周
１０

年
な
ど
）
に
文
化
の
振
興
に
著

し
く
寄
与
す
る
事
業
を
実
施
す

る
と
き

■
団
体
が
文
化
の
振
興
の
た
め

に
、
特
に
意
義
が
あ
る
事
業
を

実
施
す
る
と
き

■
市
ま
た
は
市
教
育
委
員
会
と

市
内
文
化
団
体
が
協
働
し
て
文

化
の
振
興
に
寄
与
す
る
事
業
を

実
施
す
る
と
き

申
し
込
み
　
４
月
　
日

ま
で

２７

に
、
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
生
涯
学
習
課
〔

　
８
（２６）

０
５
６
〕
へ
　

※
申
請
書
は
、
同
課
で
配
布

（
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
）。

「障害を理由とする差別の解消の推進に関する
法律（障害者差別解消法）」の施行から２年

　「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者

差別解消法）」が施行されてから、２年が過ぎました。

　障がいを理由とする差別をなくすことは、全ての人にとっ

て暮らしやすい社会につながります。

　障がいを理由とする差別には、「不当な差別的取り扱い（障

がいを理由として、正当な理由なく障がいのない人と違う扱

いをすること）」と、「合理的配慮の不提供（障がいのある人か

ら何らかの配慮を求める意思の表明があった場合に、重い負

担がないのに必要な配慮をしないこと）」があります。

　障がいの有無に関わらず、誰もがお互いに人格と個性を尊

重し、共に支え合う「共生社会」を実現するためには、障が

いや障がいのある人のことを正しく理解し、必要な配慮を考

えていくことが大切です。

　「何かお手伝いすることはありませんか？」と声を掛け、「あ

りがとう！」でつながる温かい社会をめざしましょう。

問い合わせ　障がい福祉課（内線４３４）



１２

市民体験農園利用者を募集

農園名・開設場所　①平町農園（平町二丁

目）、②喜志新家町農園（喜志新家町二丁目）、

③若松町農園（若松町四丁目）、④西板持農園

（西板持町一丁目）

募集区画数　①＝６区画、

②③＝５区画、④＝４区画

利用料　年額３５００円

※１区画約１５平方㍍。

※駐車場はありません。

申し込み　４月２０日（消印有効）までに往

復はがきに農園名、住所、氏名、電話番号、

返信はがきに宛名を記入し、５８４-８５１１　市

役所農業振興課内市民体験農園受付係（内線

４４５）へ（申し込み多数の場合抽選）

こいのぼりを一緒にあげませんか

　ＮＰＯ法人夢の会では、毎年たくさんのこ

いのぼりを石川河川敷にあげています。今年

は４月８日～５月１３日の間、石川河川敷

川西グラウンドにこいのぼりをあげます。

　同会では、一緒にこいのぼりをあげていた

だけるボランティアを募集しています。参加

していただける人は、４月８日、午前１０時

に同グラウンドへお越しください。

　また、同会では使わなくなったこいのぼり

の寄付も受け付けていますので、ご協力をお

願いします。

問い合わせ　占部さん〔０９０(３２８４)１１２０〕

募
集
住
宅
・
戸
数
な
ど
　
左
表

の
と
お
り

申
込
資
格
　
次
の
全
て
に
該
当

す
る
人

①
現
在
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人

②
市
内
在
住
・
在
勤
の
人

③
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と

す
る
親
族
が
あ
る
世
帯

④
保
証
人
が
あ
る
人

⑤
公
営
住
宅
法
に
基
づ
く
収
入

基
準
に
合
う
人

・
申
込
家
族
全
員
（
申
込
者
と

同
居
人
）
の
収
入
を
含
め
た
計

算
後
の
月
収
額
が
　
万
８
０
０

１５

０
円
以
下
の
人

・
公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
裁

量
階
層
世
帯
（
高
齢
者
、
障
が

い
者
な
ど
の
世
帯
）
に
該
当
す

る
人
で
、
計
算
後
の
月
収
額
が

　
万
８
０
０
０
円
を
超
え
　
万

１５

２５

９
０
０
０
円
以
下
の
人
で
も
申

し
込
み
が
で
き
ま
す

⑥
申
込
者
が
独
立

の
生
計
を
営
む
人

で
家
賃
、
共
益
費

を
払
う
こ
と
が
で

き
る
人

⑦
申
込
者
お
よ
び

同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
が
、
暴
力

団
に
よ
る
不
当
な

行
為
の
防
止
等
に

関
す
る
法
律
第
２

条
第
６
項
に
規
定

す
る
暴
力
団
員
で

な
い
人

※
親
子
等
近
居
募

集
は
、
介
護
や
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
推
進
を
図
る
た

め
、
市
営
錦
織
住

宅
に
つ
い
て
は
第

二
中
学
校
区
内

に
、
市
営
若
松
団

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営
錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦錦
織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織織
住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、
市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営
甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲甲
田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田田
住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住住
宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅宅

市
営
錦
織
住
宅
、
市
営
甲
田
住
宅
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営営
若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若
松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松松
団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団団
地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地地
ののののののののののののののののののののの
入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入
居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居居
者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者者
ををををををををををををををををををををを
募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募募

市
営
若
松
団
地
の
入
居
者
を
募
集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集

地
に
つ
い
て
は
第
一
中
学
校
区

内
に
、
２
親
等
以
内
の
親
族
が

居
住
し
て
お
り
、
近
居
す
る
こ

と
に
よ
り
双
方
の
利
益
が
見
込

ま
れ
る
世
帯
に
限
り
ま
す
。

※
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
募
集
は
、

地
域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推

進
を
図
る
た
め
、
申
込
者
が
第

一
中
学
校
区
内
に
６
カ
月
以
上

継
続
し
て
居
住
ま
た
は
勤
務
さ

れ
て
い
る
世
帯
に
限
り
ま
す
。

申
込
書
の
配
布
　
４
月
２
日


～
　
日

（
土
・
日
曜
日
は
除

１６
く
）
に
、
住
宅
政
策
課
、
金
剛

連
絡
所
、
人
権
文
化
セ
ン
タ
ー

ま
た
は
南
河
内
府
民
セ
ン
タ
ー

で
配
布

申
し
込
み
　
４
月
２
日

～
　１６

日

（
消
印
有
効
）
に
、
指
定

の
封
筒
で
郵
送

問
い
合
わ
せ
　
住
宅
政
策
課

（
内
線
４
３
６
、
４
３
７
）

　
昨
年
９
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た

「
Ｔ
ｏ
ｐ
ｉ
ｃ
（
き
ら
め
き
創

造
館
）」
は
、「
若
者
の
育
成
拠
点
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
青
少
年
を

は
じ
め
と
し
た
市
民
の
皆
さ
ん

の
自
主
的
な
活
動
を
支
援
し
、

ま
た
、
生
涯
に
わ
た
る
学
習
活

動
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、「
青
少
年
に
役
立

つ
施
設
」「
活
気
あ
ふ
れ
る
施
設
」

を
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１３

後期高齢者医療保険料のお知らせと納付方法

◆普通徴収の人（年金から天引きでない場合）

　今年７月に、平成３０年度の後期高齢者医療保険料の決定

（本算定）に係る「保険料額決定通知書」と「納入通知書」

の一体型通知書を送付します。

　通知書に基づき、納付書払いや口座振替などの方法で納

付してください。

※状況により、１０月から特別徴収（年金からの天引き）に

変更となる場合があります。

◆特別徴収の人（年金から天引きの場合）

　年金受給額が年額１８万円以上の場合は、原則として年６

回（偶数月）の年金受給時に、次のとおり年金から保険料

が天引きされます。

◇４・６・８月分

　２９年度は普通徴収で納付されており、誕生月により今年

４・６・８月から新たに特別徴収となる人には、２９年度の

保険料額をもとに仮徴収額を決定します。

　それぞれ、事前に「保険料仮徴収額決定通知書」と「納

入通知書兼特別徴収開始通知書」の一体型通知書を送付し

ます。

　今年２月に保険料を特別徴収で納付していただいている

場合、４月の年金受給時には、２月の納付額と同額を仮徴

収額として特別徴収しますので通知はありません。

◇１０・１２・２月分

　３０年度の後期高齢者医療保険料が決定（本算定）され、

１０月分以降が特別徴収となる場合、７月に「保険料額決定

通知書」と「納入通知書兼特別徴収開始通知書」の一体型

通知書を送付します。

　１０月以降の年金受給時に、２９年中の所得に基づいて計算

された年間保険料（本算定額）から仮徴収などにより、す

でに納めていただいた金額を差し引いた額を、支払い回数

に振り分けて特別徴収します。

◆特別徴収から口座振替に変更できます

　保険料の納付方法が特別徴収（年金からの天引き）の人

や、新たに特別徴収に変更される人は、申し出により年金

からの天引きを口座振替での納付に変更

できます。

　変更を希望する人は、預（貯）金通帳、

通帳の届け出印、被保険者証を福祉医療

課へ持参してください。

※なお、預（貯）金通帳、通帳の届け出印に代わり、金融

機関のキャッシュカードを持参することにより簡単に口座

振替の手続きができる「ペイジー口座振替サービス」を利

用していただける場合がありますので、事前にお問い合わ

せください。

問い合わせ　福祉医療課（内線１５８、１５９）

平成30年度の後期高齢者医療健康診査受診
券を発送します

　府後期高齢者医療広域連合では、４月下旬に「健康診査

受診券」を送付します（年度途中に被保険者となられる人

には、誕生月の翌月に送付します）。

　受診券に記載された有効期限内に、同広域連合が指定す

る医療機関などで、健康診査を１回、無料で受診できます。

受診の際は、事前に医療機関などに予約し、受診券と被保

険者証を受診機関の窓口に提示してください。

※病院または診療所に６カ月以上継続して入院している

人、特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、養護老人

ホーム、障がい者支援施設などに入所または入居している

人は対象になりません。なお、退院・退所したなど変更が

あった場合はお問い合わせください。

問い合わせ　同広域連合給付課〔０６(４７９０)２０３１〕

４月から歯科健康診査を実施します

　府後期高齢者医療広域連合では、４月から、歯や歯肉の

状態、 口  腔 衛生状態などをチェックし、口腔機能の低下や
こう くう

肺炎などを予防するため、歯科健康診査を実施します。

　４月下旬に「歯科医院リスト」を送付します（年度途中

に被保険者となられる人には、誕生月の翌月に送付します）。

　年度内に、同広域連合が指定する歯科医院で、歯科健康

診査を１回、無料で受診できます。受診の際は、事前に歯

科医院へお問い合わせの上、被保険者証を忘れずにお持ち

ください。

※病院または診療所に６カ月以上継続して入院している

人、特別養護老人ホーム、介護老人保健施設、養護老人

ホーム、障がい者支援施設などに入所または入居している

人は対象になりません。なお、退院・退所したなど変更が

あった場合は、お問い合わせください。

問い合わせ　同広域連合給付課〔０６(４７９０)２０３１〕

後期高齢者医療制度人間ドック費用の一部を
助成します

　府後期高齢者医療広域連合では、被保険者を対象に、人

間ドック受診費用の一部助成事業（２万６０００円を限度に年

度内１回限り）を実施しています。助成には、申請が必要

となりますので、受診された人間ドックの領収書、検査結

果通知書、被保険者証、助成金を振り込むための口座番号

が確認できるもの、印鑑を持参し、福祉医療課で申請して

ください。なお、支給は後日となります。

※人間ドックを受診された人は、申請されるまでの間、領

収書などを大切に保管してください。

※脳ドックなどのオプション検査費用は助成の対象になり

ません。

問い合わせ　同広域連合給付課〔０６(４７９０)２０３１〕
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